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看護学部

人間社会学部

福岡県立大学  Fukuoka Prefectural University

北九州市立大学  The University of Kitakyushu

学長：柴田洋三郎
SHIBATA Yosaburo
組織細胞学、分子解剖学、
電子顕微鏡学
任期：2012.4～ 2020.3

学長：松尾太加志
MATSUO Takashi
認知工学・認知心理学
任期：2017.4～ 2021.3

法学部

文学部

経済学部

外国語学部

Ｍ

国際環境工学部 Ｍ
Ｄ

マネジメント研究科
（独立研究科・専門職大学院）

Ｍ

Ｍ

所在地 〒825-8585 福岡県田川市大字伊田4395
交通 JR田川伊田駅から徒歩15分
TEL 0947-42-2118　FAX　0947-42-6171
設置者 公立大学法人福岡県立大学（福岡県）
開学年 1992年　（法人設立年 2006年）
学生定員 1,014名   教員数  112名   職員数  21名

HISTORY & MISSION
　福岡県立保健婦学校（1945年設置）と福岡県立保育専門
学院（1952年設置）を起源とし、1992年に開学、2006
年に公立大学法人福岡県立大学として第二のスタートを
切りました。人間社会学部と看護学部を有する福祉系公
立大学として、関連する分野に関する幅広い視野を持ち、
保健・医療・福祉の現場で中核となって活躍する資質を
持った優秀な職業人を育成します。また、社会のニーズ
に応え、地域に根ざし、地域とともに発展する公立大学
を目指しています。

PROFILE
●「教員と学生の近さ」「学生同士の緊密な繋がり」を大事
にした少数精鋭の教育を実践し、入学時の合宿フォー
ラム、教養教育や基礎ゼミを充実させています。

西日本で数少ない福祉系公立大学
●人間社会学部：人間の幸福＝福祉を中心に、専門的知識・
技術と実践力を習得します。公共社会、社会福祉、人
間形成の3学科を有機的に結合させ、福祉社会の実現
を目指す人材を育成します。

●看護学部： 幅広い教養と豊かな人間性を備え、看護の
専門職としての確かな判断力と実践能力を身につけ、
他の専門職と協働し、健康上の課題に主体的・創造的
に対応できる「看護職」を育成しています。

TOPICS
　多様化する社会的ニーズに対応できる人材を育成するた
めに、学部学科横断型の履修ができる「全学横断型教育プ
ログラム」を実施しています。援助力養成、国際交流、キャ
リア形成支援、保健福祉情報教育の 4教育プログラムを各
学習段階に応じて選択できます。

所在地 〒802-8577 北九州市小倉南区北方四丁目2番1号
交通 北九州モノレール線競馬場前北九州市立大学前から徒歩3分
TEL 093-964-4004　FAX　093-964-4000
設置者 公立大学法人北九州市立大学（北九州市）
開学年 1950年　（法人設立年 2005年）
学生定員 6,114名   教員数  260名   職員数  74名

HISTORY & MISSION
　1946年に設立した小倉外事専門学校を前身とし、現在
5学部1学群4研究科を擁する総合大学へと発展してきまし
た。2005年に法人化し、現在は第三期中期計画の3年目
で、「地域と歩む」、「環境を育む」、「世界（地球）とつながる」
をキーコンセプトに、大学のプレゼンス向上を目指し、教育、
研究、学生支援、地域貢献をより充実させるとともに、地
域に根ざした公立大学として、社会で活躍できる人材の育
成に取り組んでいます。

PROFILE
●北方キャンパスには文系4学部1学群3研究科を設置。
ひびきのキャンパスには国際環境工学部・研究科があ
り、北九州学術研究都市の中核を担っています。
●地域共生教育センターを設け、教育実践の一環として

きめ細かなサポート体制でキャリアアップを支援
地域に貢献する活動に取り組んでいます。

●環境技術研究所の設置、環境副専攻プログラムの実施
など、教育、研究ともに環境分野に力を入れています。

●海外の40に上る大学等と交流協定を結び、海外との共
同研究や学生の留学など国際交流を充実させています。

TOPICS
　文部科学省「地（知）の拠点大学による地方創生推進事業
（COC+）」に採択され、学生の地元定着支援に取り組ん
でいます。北方キャンパスに新図書館、ひびきのキャンパ
スには環境技術研究所の新実験施設を整備し、今年度は、
本学創立以来の外国語学部英米学科の教育課程を見直し、
充実させるとともに、より体系性や順次性に配慮した新教
育課程を全学的に導入、新社会人教育プログラム「i-Design
コミュニティカレッジ」も開設します。

地域創生学群

社会システム研究科 Ｍ
Ｄ


